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Abstract 
In this study, the effects of the stems and leaves of Salacia reticulata on the intestinal immune system of 

mice were investigated. Oral administration of the stems and leaves of S. reticulata to mice for 28 days suppressed 
the levels of some cytokines such as interleukin-4 (IL-4) and IL-13, and some antibodies such as immunoglobulin 
E (IgE) and IgG, in the intestines, spleens, and/or sera of the mice. The intestinal levels of IL-5 were decreased, 
but the levels of IgA were increased due to elevated levels of IL-6 and IL-10. In the intestines and sera, the levels 
of IL-12 and interferon–γ (IFN-γ) were increased, and the levels of lipid peroxide and IL-17 were decreased. 
These results suggest that the administration of the stems and leaves of S. reticulata to mice prompted some 
immunoregulatory functions in the intestinal and systemic immune systems, such as the suppression of humoral 
immune responses, the modulation of immune responses by Treg cells, the induction of IgA by activation of the 
cellular immune response, the suppression of oxidative stress and inflammation, and the suppression of specific 
inflammatory systems induced by IL-17. In addition, the administration of the leaves of S. reticulata resulted in an 
increased amount of lactic acid bacteria in the feces of the mice. 
Keywords: Salacia reticulata, intestinal immune system, cytokine, antibody  
 

1. 緒言 

サラシア属植物は、インドやスリランカなどで

古くから天然薬物として利用されてきた

Hippocrateaceae 科のつる性の植物である。インド，

スリランカの伝統医学であるアーユルヴェーダ

にも記載されているハーブの一つであり、その根

あるいは幹は、主に糖尿病の初期治療等に効果が

あることが知られている[1,2]。 
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ところで、サラシア属植物の服用により体感す

る効果の一つに、便性の改善がある[3]。便が形成

される腸管には、細菌叢があり、また、体内免疫

系全体の 60～70％の細胞や抗体から構成されて

いる主要な免疫システムがある。腸管免疫系は、

自然免疫系と獲得免疫系に分けられる。獲得免疫

系としては、ウイルス感染細胞等を抗原として認

識する細胞性免疫応答と細菌等を抗原として認

識する体液性抗体応答がある。腸管内の細菌や食

物などの抗原は、腸管リンパ組織であるパイエル

板に存在する M 細胞によって取り込まれ、その下

部に存在する樹状細胞に認識される。樹状細胞は、

抗原提示細胞として働くとともに、認識した抗原

の種類によりインターリューキン-12（IL-12）と

いったサイトカインまたはプロスタグランジン

E2（PGE2）といったケミカルメディエーターを産

生して、1 型ヘルパーT 細胞（Th1 細胞）または

Th2 細胞の分化を促し活性化することで、細胞性

免疫応答か体液性抗体応答を誘起する。腸管以外

では、マクロファージ（Mφ）が抗原提示細胞とし

て機能している。腸管において獲得免疫系に関わ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

る主な免疫細胞とそのサイトカイン類、抗体類に

ついての概要を Fig. 1 に示す。 

我々はこれまでに、スリランカ産のサラシア属 

植物で、現地でコタラヒムブツと呼ばれている

Salacia reticulata の幹や葉に、マウスのⅠ型やⅣ型

のアレルギー症状およびその関連サイトカイン

の増加を抑制する効果があることを報告してき

た[4,5]。このことは、S. reticulata が動物の免疫系

に影響を及ぼすことを示唆している。そこで本研

究では、腸管の獲得免疫系に対する S. reticulata

の影響について検討を行った。 

 

2. 実験 

2. 1 試薬および試料 

スリランカ産 S. reticulata の幹および葉の乾燥

物は、盛光社より供与されたものを、フードミル

を使って微粉砕して用いた。ガラクトオリゴ糖と

しては、オリゴメイト 55NP（ヤクルト本社製、

牛乳由来、純度 55%以上）を用いた。日本クレア

社製のマウス飼育繁殖用標準粉末飼料 CE-2 に、

S. reticulataの幹および葉の微粉砕物を 0.5% (w/w)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig. 1   Summary of acquired immunity system in mouse intestinal tract 
DC; dendritic cells, Th1; type 1 helper T cells, Th2; type 2 helper T cells, 
Th17; type17 helper T cells, Treg; regulatory T cells, B; B cells. 
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または 1.0% (w/w)、ガラクトオリゴ糖を 0.5% 

(w/w)となるように添加した飼料を、それぞれ調製

した。 

2. 2 実験動物 

本実験には、日本 SLC 社より購入した 3 週齢の

雄性 ddY 系マウスを用いた。マウスは、12 時間

間隔で照明が点灯・消灯する 25℃の部屋で飼育し、

実験中は水道水と調製した飼料を自由に摂取さ

せた。実験の全期間を通じて、実験動物の取り扱

いは、「沼津工業高等専門学校における動物実験

に関する指針」の規定に従った。 

2. 3 マウスへの乳酸菌の前投与 

一般に、ヒトの乳酸菌では Bifidobacterium 属が

多いのに対し、マウスでは Lactobacillus 属が多い

とされる[6,7]。そこで、マウスの腸内菌をヒトの

それに近づける試みを行った。 

マウス 1 匹につき、2 種類の市販のプレーンヨ

ーグルトとして、ビヒダス プレーンヨーグルト

（BB536，森永乳業社製，Bifidobacterium longum 

BB536 20 億個以上/100 g）およびソフール プ

レーン（ヤクルト本社製，Lactobacillus casei YIT 

9029 10 億個以上/100 mL）のそれぞれ 0.25 mL

を混合したものを、1 日 1 回経口投与する操作を

3 日間行った。この期間は、飼料として CE-2 を自

由に摂取させた。 

2. 4 S. reticulata のマウスへの投与と免疫系

の評価 

 乳酸菌を前投与したマウスに対し、0.5%または

1.0%S. reticulata 幹添加飼料，0.5%または 1.0%S. 

reticulata 葉添加飼料，0.5%ガラクトオリゴ糖添加

飼料，何も添加していない CE-2 飼料をそれぞれ

自由摂取させて、28 日間飼育した。CE-2 飼料摂

取群を対照群とした。各群のマウスの匹数は 5 と

した。 

飼育中はマウスの飼料摂取量および体重を測

定し、飼育終了後、エーテル麻酔下でマウスの小

腸（十二指腸を含む小腸上部約 15 cm）と心臓血、

脾臓を採取した。血液は 4℃、4,800 rpm で 15 分

間遠心分離を行い、上清の血清を得た。腸管およ

び脾臓は、生理食塩水で洗浄後、0.04M リン酸緩

衝液（pH7.4）を用いてそれぞれ 0.5%および 1.0%

ホモジネートとしたものを、血液と同じ条件で遠

心分離しその上清を得た。それぞれの試料につい

て、サイトカイン類として IL-4, IL-5, IL-6, IL-10, 

IL-12, IL-13, IL-17, インターフェロン-γ（IFN-γ）

のレベルを、また、抗体類としてイムノグロブリ

ン A（IgA），IgE，IgG のレベルを、それぞれ市販

の酵素免疫測定法（ELISA）のキットを用いて測

定した。脾臓については、一部の項目のみ測定を

行った。さらに、血清と小腸は、その過酸化脂質

レベルをチオバルビツール酸（TBA）法[8,9]で測

定した。小腸の各測定値は小腸での免疫環境等を

確認するために、また、血清と脾臓の各測定値は

主に全身的な免疫環境等を確認するために使用

した。 

2. 5 マウス糞中に含まれる細菌の測定 

 2 種類のヨーグルトの等量混合物をマウスに 1

日投与し、その後、1.0%S. reticulata 幹添加飼料，

1.0%S. reticulata 葉添加飼料，0.5%ガラクトオリゴ

糖添加飼料，何も添加しない飼料をそれぞれ与え

て、7 日間飼育した。マウスは、1 群 3 匹を用い

た。また、ヨーグルトを前投与せず、通常の飼料

で飼育した群を健常群とした。飼育後、各群のマ

ウスの糞を嫌気培養用容器に採取し、それぞれ約

0.1 gに 9倍容の蒸留水を加えてバイオマッシャー

Ⅱ（ニッピ社製）でホモジナイズし、乳酸菌測定

用 MRS 培地（de Man，Rogosa，Sharpe; 3M 社製）

で 1000 倍に希釈した。これをペトリフィルム生

菌数測定用 AC プレート（3M 社製）上で、35℃

で 48 時間培養した後、コロニーを計数した。 

これとは別に、2. 3 および 2. 4 の項の実験の際

に、ヨーグルトを投与しないマウスの群を用意し、

その後通常の飼料で 28 日間飼育した。他の群も

含め、飼育終了時にマウスの糞を嫌気培養用容器
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に採取し、その中に含まれる細菌の DNA を抽出

し、16S rDNA の V3 領域をポリメラーゼ連鎖反応

（PCR）-変性剤濃度勾配ゲル電気泳動（DGGE）

法を用いて分析した。 

2. 6 統計処理 

 実験データは、平均値±標準誤差で表した。各

群間の平均値の差の検定には、パラメトリック法

であるステューデントの t-検定を用い、P<0.05 を

統計学的に有意であるとした。 

 

3. 結果および考察 

3. 1 マウスの体液性抗体応答に対する S. 

reticulataの影響 

食物繊維やオリゴ糖は、プレバイオティクスと

して乳酸菌など腸内細菌の増殖を促進して腸内

環境を改善するとともに[10]、腸管免疫系を活性

化するものと考えられている[11]。今回用いた S. 

reticulata の幹および葉には、食物繊維がそれぞれ

76.3 および 45.4 g/100 g 含まれており[12]、食物繊

維の含量が多い素材の一つである。また、そのα-

グルコシダーゼ活性阻害作用のために、腸管内で

吸収されなかった糖質が腸下部の細菌により資

化される可能性がある。従って、S. reticulata はプ

レバイオティクスとしての機能を発揮する可能

性がある。そのため、本研究では陽性対照として、

通常マウスの腸管 IgA レベルを高めるとともに、

卵白アルブミンに対するアレルギーを起こさせ

たマウスで血液または脾臓中の IL-4、IgE および

IgG1 レベルを低下させる効果が報告されている

ガラクトオリゴ糖を用いることにした[13]。 

S. reticulata の幹または葉，ガラクトオリゴ糖

を摂取した場合の、マウスの飼料摂取量、体重

増加量および免疫系等に対する影響に関する全

測定結果を Table 1 に示す。 

飼料摂取量と体重増加量については、28 日間の

飼育中、S. reticulata の幹または葉の摂取群の一部

で、対照群に比較して上昇する傾向が見られた。

ガラクトオリゴ糖の摂取群では、対照群と差は見

られなかった。 

 体液性抗体応答において、IgE や IgG を産生

する B 細胞を活性化する Th2 細胞関連サイトカ

インの IL-4 と IL-13 については、対照群に比較

して、S. reticulata の幹摂取群の腸管で IL-4 レベ

ルの低下、IL-13 レベルの上昇傾向が見られ、特

に腸管の IL-4 レベルの低下は有意であった。血

清では IL-13 レベルの上昇傾向は見られたが、

IL-4 レベルには変動は見られなかった。S. 

reticulata の葉摂取群では、対照群に比較して腸

管、血清ともに、IL-4 と IL-13 のレベルの低下

傾向が見られた。ガラクトオリゴ糖摂取群では、

対照群に比較して、腸管での IL-4 レベルは変動

がなく、IL-13 レベルは低下傾向が見られた。血

清では IL-4 と IL-13 のレベルの低下傾向が見ら

れた。ガラクトオリゴ糖の場合、腸管では抗体

を産生する能力を維持しながらも、全身で抗体

の産生能を抑制して免疫寛容を誘発する、いわ

ゆるプレバイオティクスとしての典型的な効果

が見られたものと考えられる。一方で、S. 

reticulata の幹と葉の摂取群では、腸管、血清と

もに Th2 細胞関連サイトカインのレベルを低下

させる傾向があった。 

このときの腸管、脾臓および血清の IgE ある

いは IgG のレベルは、S. reticulata の幹または葉，

ガラクトオリゴ糖の摂取群において、 S. 

reticulata の幹摂取群の腸管と脾臓の IgG および

ガラクトオリゴ糖摂取群の腸管 IgE を除き、対

照群に比較して低下傾向が見られた。特に、腸

管と脾臓の IgG レベルの低下は、ガラクトオリ

ゴ糖の摂取群で有意であった。 

IgA を産生する B 細胞の活性化に関わるサイ

トカインのうち IL-5 のレベルは、腸管と血清の

いずれにおいても、S. reticulata の幹または葉，

ガラクトオリゴ糖摂取群で、対照群に比較して

低下傾向が見られた。脾臓の IL-5 レベルでも、 
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S. reticulata の幹摂取群では、対照群に比較して

低下傾向が見られた。一方、IgA を産生する B

細胞の活性化に関わるもう一つのサイトカイン

である IL-10 のレベルについては、腸管と血清

において、いずれの試料摂取群でも対照群に比

較して上昇する傾向が見られ、特に腸管ではそ

れぞれ有意な上昇が認められた。IL-10 は Th2

細胞も産生するが、Mφや制御性 T（Treg）細胞

によっても産生される。そのため、Th2 細胞関

連の免疫系が抑制されて IL-5 レベルは上昇しな

かった一方で IL-10 は Mφや Treg 細胞により産

生されたものと予想される。増加した IL-10 は、

Treg 細胞の分化を促すことで免疫寛容を誘導し、

Th2 細胞および IgE や IgG を産生する B 細胞の

活動を抑制したものと考えられる。IL-10 と同様

に、IgA 産生 B 細胞を活性化する IL-6 のレベル

も、腸管では S. reticulata の幹または葉，ガラク

トオリゴ糖の摂取群で対照群に比較して上昇す

る傾向が見られ、血清でも特に S. reticulata の葉

摂取群では有意な上昇が認められた。脾臓の

IL-6 レベルも、S. reticulata の葉およびガラクト

オリゴ糖の摂取群で対照群より上昇する傾向が

見られた。 

腸管、脾臓および血清の IgA レベルは、S. 

reticulata の幹または葉，ガラクトオリゴ糖の摂

取群で、対照群に比較して上昇傾向が見られ、

IL-6 や IL-10 のレベルの上昇が IgA 産生 B 細胞

の活性化を引き起こしたものと考えられる。特

に、S. reticulata の葉およびガラクトオリゴ糖の

摂取群の血清で、IgA レベルの有意な上昇が認

められた。 

以上の結果から、S. reticulata の幹または葉の

摂取により、Th2 細胞が誘導する体液性抗体応

答のうち、腸管、脾臓や血清中での主要抗体で

あるとともにアルツス型のアレルギーに関与す

る抗体である IgG やアナフィラキシー型のアレ

ルギーに関与する抗体である IgE の産生系は抑

制され、一方で、体外で抗原の侵入を抑制した

りそれを失活させる分泌型抗体の IgA の産生は

高まる可能性が示唆された。我々は、これまで

に S. reticulata の幹または葉が、マウスにおける

卵白アルブミン誘発アナフィラキシー型アレル

ギー反応を抑制することを報告している[4]。 

3. 2 マウスの細胞性免疫応答に対する S. 

reticulataの影響 

細胞性免疫応答を惹起する Th1 細胞関連サイ

トカインである IL-12、IFN-γのマウスの腸管お

よび血清でのレベルは、S. reticulata の幹または

葉，ガラクトオリゴ糖の摂取群において、対照

群に比較してほぼ上昇する傾向が見られた。特

に、S. reticulata の幹摂取群の血清 IL-12、腸管

IFN-γ、S. reticulata の葉摂取群の腸管および血清

IL-12、腸管 IFN-γ、ガラクトオリゴ糖摂取群の

血清 IFN-γの各レベルで、有意な上昇が認められ

た。これらの試料の摂取で、樹状細胞による

IL-12 の産生が促進されたものと考えられる。こ

れにより Mφが活性化され、既述の IL-6、IL-10

レベルの上昇が起きたものと思われる。 

IL-12や IFN-γといった前炎症性サイトカイン

により Th1 細胞が活性化されると、Mφやナチュ

ラルキラー（NK）細胞等によるウイルス感染細

胞等に対する細胞性応答が高まる一方で、Mφが

産生する活性酸素等により炎症が生じる可能性

がある。また、腸管には、Th1 細胞および Th2

細胞の関連する主要な免疫系以外にも、Th17 細

胞が関与する特異な炎症系等が存在する。樹状

細胞が産生する IL-6 は Th17 細胞を活性化する

とされており、既述のように腸管、脾臓、血清

の IL-6 レベルは、S. reticulata の摂取で上昇する

傾向を示した。しかしながら、マウスの腸管お

よび血清の過酸化脂質レベルを測定したところ、

S. reticulata の幹または葉，ガラクトオリゴ糖の

摂取群のいずれにおいても、対照群に比較して

低下する傾向が見られた。Th17 細胞が産生する
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とされる IL-17 レベルを腸管と血清について測

定したところ、S. reticulata の幹または葉，ガラ

クトオリゴ糖の摂取群のいずれにおいても、対

照群に比較して低下する傾向が見られた。これ

らの結果から、S. reticulata の幹または葉，ガラ

クトオリゴ糖の摂取では、Th1 細胞が関与する

細胞性免疫応答が上昇する一方で、炎症は起こ

り難い状況にあるものと考えられる。炎症反応

の抑制は、IL-10 により活性化された Treg によ

るものであることが予想される。 

これまでに、サラシア属植物のエキスをラット

に経口投与した場合、小腸上皮細胞において多数

の免疫関連遺伝子、特に Th1 細胞関連遺伝子の発

現が増加することが報告されている[7]。これは、

今回の研究結果と一致するものである。また、イ

ンフルエンザウイルスに感染させたマウスにサ

ラシア属植物のエキスを経口投与することで、細

胞性応答に関連して脾臓と肺で NK 細胞活性が上

昇するとともに、咳の減少や肺炎による組織障害

の軽減が見られている[14]。プレバイオティクス

の一つと考えられるシイタケのβ-1,3-グルカンに、

Th1 細胞の活性化により誘導される NK 細胞の活

性化作用が認められており[15]、S. reticulata の幹

または葉も同様の効果が期待できるものと考え

られる。炎症については、我々は、S. reticulata の

幹または葉の水抽出物が、マウスの接触皮膚炎を

抑制することを報告しており、過剰な細胞性応答

に対しては抑制作用を示すことがわかっている

[5]。 

今回の実験では、多くの測定項目で、マウスの

腸管と血清におけるサイトカインや抗体のレベ

ルの変動が類似していた。しかし、中には IL-13

レベルのように、腸管では上昇しても全身の状態

を反映すると考えられる血清では低下する傾向

が見られ、腸管において特異的な変動が認められ

る場合があった。S. reticulata の幹では、腸管の場

合と異なり、健常マウスの肝臓の炎症/免疫関連遺

伝子には変化が見られないという報告[16]があり、

腸管免疫系への影響は他の身体の部位とは異な

ることが予想される。 

3. 3 マウスの腸内菌叢に対する S. reticulata

の影響 

一般に、プレバイオティクスである食物繊維

や難消化性オリゴ糖には、腸内の Bifidobacterium

属等の有用細菌の増殖と整腸作用に関連すると

考えられる免疫調節作用や抗炎症作用があるこ

とが知られている[17]。プレバイオティクスによ

り腸内で増加するプロバイオティクスの代表的

な も の と し て は 、 Lactobacillus 属 や

Bifidobacterium 属の細菌がある。その保健作用

としては、腸管感染症の予防や整腸作用[18-20]

の他、腸管免疫系への影響がある。プロバイオ

ティクスは自然免疫系の食細胞を刺激し、抗原

提示機能を高めて獲得免疫系を活性化する他、

腸管腔に分泌される IgA 産生能の亢進、IgE, IgG

等による体液性免疫の抑制、NK 細胞の活性化に

よるウイルス感染細胞, がん細胞の増殖抑制等

の効果があるとされている[18,19]。 

サラシア属植物による動物の腸内菌叢に対す

る効果に関しては、これまでに次のような報告が

ある。サラシア属植物のヒトへの投与で、糞便中

のアンモニア量が減少するとともに、その pH が

低下するため、腸内菌による単鎖脂肪酸の産生が

推測される [21]。さらに、ヒトの腸内菌叢で

Bifidobacterium属の増加と Clostridium属の減少が

みられる[22]。ラットへの投与では、腸内菌叢で

Firmicutes 門の比率が減少し、Bacteroidetes 門の比

率が増加する。Bacteroidetes 門の細菌は、乳酸菌

よりも強い免疫賦活作用があり IgAの産生を高め

る。 

今回の実験でも、S. reticulata の幹または葉は、

プレバイオティクスであるガラクトオリゴ糖と

類似の効果を示したことから、腸内菌叢への影響

が予想された。そこで、S. reticulata の幹または葉
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を 7 日間投与したマウスの糞中の乳酸菌数を測定

したところ、Table 2 に示す結果となった。MRS

培地で増殖した乳酸菌のコロニー数は、 S. 

reticulata の幹または葉、ガラクトオリゴ糖の摂取

で、対照群に比較してそれぞれ 1.03 倍、1.71 倍、

1.85 倍に増加した。特に、S. reticulata の葉および

ガラクトオリゴ糖の摂取での増加が著しかった。

また、ヨーグルトの一日摂取により、対照群の乳

酸菌のコロニー数は、健常群に比較して 1.41 倍に

増加した。 

28 日間飼育の実験において、ヨーグルトを前投

与せず通常飼料で飼育した群と、それ以外の群の

それぞれのマウスの糞について、含まれる細菌の

DNA を PCR-DGGE 法で分析し比較した。まず、

対照群では、ヨーグルトを前投与しなかった群に

比較して Lactobacillus 属および Bifidobacterium 属

と思われる細菌由来のDNA量の増加が見られた。

S. reticulata の葉の投与群では、対照群に比較して

さらに、主に Lactobacillus 属と思われる細菌由来

の DNA 量の増加が認められた（Fig. 2）。マウス

の糞は乾燥し易いため含有細菌の保存が難しい

面があるが、今後、検出されたそれぞれの DNA

の由来菌種を同定する必要がある。 

腸内菌叢に対する効果は、菌叢の違いがあるた

め、直接マウスやラットの結果がヒトに当てはま

るわけではないが、免疫系への S. reticulata の免疫

系への効果はヒトにおいても期待できるものと

考えられる。本研究の結果から、特に S. reticulata

の葉のマウス免疫系に対する作用に、そのプレバ

イオティクス効果により腸内で増殖した乳酸菌

類が関与している可能性が示唆された。今回の実

験で観察された、S. reticulata の幹や葉の摂取によ

る、マウス腸管における IgA 産生能の増加や Th1

細胞関連サイトカイン類の増加は、ラットを用い

た過去の研究の報告[7,22]と一致していた。しかし、

S. reticulata の幹では、明確な腸内菌の増加が見ら

れず、プレバイオティクス効果以外のメカニズム 

 

 

 

 

 

 

 

も予想される。腸管免疫系は、多くの因子が関係

する複雑なシステムであり、今回測定できたサイ

トカイン類や抗体類はその一部でしかない。今後

も、さらに多くの関連因子の変動を観察すること

で、S. reticulata の幹または葉の腸管免疫系に対す

る作用のメカニズムを明らかにしていく必要が

あるものと考えられる。 

 

4. まとめ 

S. reticulata の幹または葉の長期摂取による、

マウス腸管、脾臓および血清における免疫系の 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　 Table 2   Effects of the oral administrations of the 
    stems and the leaves of Salacia reticulata  on
    mouse fecal lactic acid bacteria
 Groups CFU/g
 Normal 327x10

3

 Control 462x10
3

 1.0% S. reticulata stem 476x10
3

 1.0% S. reticulata leaf 788x10
3

 0.5% Galacto-oligosaccharide 855x10
3

 CFU: colony-forming units.

 

Fig. 2   PCR-DGGE profiles of bacterial 16S  
rDNA V3 fragments from feces of mice fed 

Salacia reticulata samples. 
A; lactobacilli from commercial yogurt,  
B; bifidobacteria from commercial yogurt, 
C; Normal, D; Control, E; 1.0% S. reticulata leaf. 

A    B    C    D    E 



J. Technology and Education, Vol.21, No.1, 2014 
 

- 25 - 
 

変動に対する影響を検討した。その結果、S.  

reticulata の幹または葉の摂取は、マウスの腸管

や全身の免疫系において、体液性抗体応答の抑

制、Treg 細胞による免疫寛容の誘導、細胞性免

疫応答の活性化による IgA の産生、酸化ストレ

スと炎症の抑制、IL-17 に関連する特異炎症系の

抑制といった様々な免疫調節機能を発揮するこ

とが示唆された。 

S. reticulata を含むサラシア属植物の食品とし

ての安全性については、産地におけるこれまでの

長い食習慣だけでなく、亜慢性毒性や遺伝毒性な

どについて確認されている[16,23,24]。また、今回

の研究においても、S. reticulata の幹および葉の粉

砕物を 0.5%または 1.0%添加した飼料を 28日間自

由摂取させた場合、マウスの外見および臓器等に

肉眼的な異常な所見は認められなかった。従って、

S. reticulata の幹および葉は、動物の免疫機能を調

節する効果を持つ安全な食品素材として期待さ

れる。 
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